


 

目的 

 ヒトリンパ球に EB ウイルスを試験管内で感染させると,リンパ球特に B cell

の一部が transform し,次々と増殖を重ね,その培養株を樹立することが出来る。 

 この株は長期間の継代培養が可能であり,また,dimethyl sulfoscide を入れ

て－70℃に生存したまま保存することも可能である。また必要に応じて軟寒天

中でクローン化することも出来るので(和田班での報告参考),これを使用し一

個のリンパ球の持つ遺伝情報を確実に捉えることも出来る。また培養液の組成

などを変化させることで,疾患の病態生理の一面を知ることも可能である。 


